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　2015年の秋学期から、日本語日本文学科の書道科目の非常勤
講師として勤務しております。
　中学校の教員になりたい一心で国文学科に進学しましたが、学
生時代、懸命に取り組んだのは書道でした。当時は7号館の裏手
に旧高等部校舎だったという木造二階建ての書道教室棟があり
ました。梅の木が立ち並ぶその奥にひっそりと建っていた書道教
室棟は、夏でもひんやり静かで時が止まったような場所でした。
そこで、個性的な先生方に書道の手ほどきを受けたのですが、今
思えば贅沢な学びの時間だったと思います。
　現在の書道教室がある11号館が完成したのは4年生の夏です。
夏休み、書道科目を受講する4年生が中心となって、書道教室棟か
らの引っ越しを手伝いました。バイトや就活の合間に、リヤカー
や台車で大量の本や用具を運ぶ作業はなぜか楽しく、使命感さ
え感じました。健在する道具は今でもあちこちにあって、例えば、
1134教室の硯棚は小学部で廃棄された下駄箱を黒く塗り直した
ものなのだとか。半年間、真新しい畳の香りがする和室を占領
し、集大成である卒業制作展の作品作りに没頭できたのも良い

思い出です。そうして密な4年間を一緒に過ごした友人は、何年経
っても集まれば一瞬で当時に戻れる一生の友人です。現在、澄心
会（主宰・柿木原紫鈴先生）という卒業生の書道展を年1回開催
していますが、同級生も数名いて、ともに切磋琢磨しています。
　卒業式は1995年3月20日。地下鉄サリン事件当日でした。式
は無事執り行われましたが、同年1月には、阪神淡路大震災にも
見舞われた波乱の年でした。卒業後は、地元茨城で採用試験に
挑戦しながら中学校で講師をしていましたが、数年で断念し、結
婚、出産。次男が小学校入学のタイミングで、認定特定非営利活
動法人 茨城YMCAの書道教室（小学生対象）の講師と、大学の
非常勤講師の仕事のお話をいただき、現在に至ります。ずっと継続
していた書道を仕事にできることは不安もありましたが、大変光栄で
す。これからも、卒業生として、大学に携わる者として、微力ではあり
ますが尽力していく所存です。今や、手も声も使わずに脳内の言葉を
文字化するAIの開発が進められている時代ではありますが、あらた
めて手書きの良さを伝えていけたらと思っています。

書道との出会い
足立敦子 （旧姓　菊地）
（平成 7年学芸学部国文学科卒）

同窓会だより／マーガレット募金

1993.5.10書道教室棟1階にて　本人：前列右から2番目

「マーガレット募金」を以下のとおり実施させていただいております。
ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用させていただいております。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。
●マーガレット募金　お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558 FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

  令和 5 年 3 月末現在 令和 5 年 5 月末現在

マーガレット募金額 64,811,204 円 65,768,462 円

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」よりご支援先を指定いただくことができ、また、
「目的を指定しないご寄付」もお受けしております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」「幼稚部」と支援対象をより細かく
指定することができます。



ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
学
生
達
の
取
り
組
み

【
社
会
貢
献
活
動
】

地
域
協
働
活
動
と
し
て
福
島
県
本
宮
市
や
三
重
県
熊
野
市
へ
の
訪
問
活
動
や
、J
A
X
A
宇
宙
科
学
研
究
所
や
久
保
田
酒
造
株
式
会
社
な
ど

地
元
企
業
と
の
協
働
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、様
々
な
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
多
く
の
学
生
が
地
域
に
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
集
1

特集1　【社会貢献活動】アフターコロナにおける学生達の取り組み特集1　【社会貢献活動】アフターコロナにおける学生達の取り組み

3　Campus News vol.177 Campus News vol.177　2

様々な交流が
続いているがっぱ！

　
5
月
20
日
（
土
）
〜
5
月
21
日
（
日
）
の
2
日
間
、「
も

と
み
や
S
M
I
L
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
4
名
と

公
募
生
10
名
の
計
14
名
の
学
生
が
福
島
県
本
宮
市
を

訪
問
し
、
本
宮
市
内
で
の
田
植
え
作
業
に
参
加
し
ま
し

た
。

　
田
植
え
作
業
の
ほ
か
に
も
放
射
能
に
つ
い
て
の
学
習

や
農
家
民
宿
の
方
の
手
作
り
の
食
事
を
通
し
て
、
本
宮

市
の
食
材
を
堪
能
し
ま
し
た
。
今
回
は
初
の
取
り
組
み

と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
本
宮
市
内
の
観
光
地
や
飲
食
店
を
巡
り
、
S
N
S

で
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
次
回
は
、
7
月

15
日
（
土
）
〜
16
日
（
日
）
の
訪
問
を
予
定
し
、
本
学

専
用
農
園
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
に
て
農
作
業
体
験

を
し
ま
す
。

歓迎式での集合写真 福島県本宮市内での田植え体験の様子
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・
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を
行
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◆
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野
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た

◆
福
島
県
本
宮
市

　
5
月
19
日
（
金
）
〜
5
月
21
日
（
日
）
の
3
日
間
、「
丸

山
千
枚
田
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
4
名
と

公
募
生
17
名
の
計
21
名
の
学
生
が
三
重
県
熊
野
市
を

訪
問
し
、
棚
田
・
丸
山
千
枚
田
の
田
植
え
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
山
の
斜
面
に
1
，3
0
0
枚
も
の
水
田
が
連

な
る
丸
山
千
枚
田
で
は
、
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り
20

年
以
上
前
か
ら
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

て
、
本
学
も
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
保
存
活
動
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

　
田
植
え
活
動
の
ほ
か
に
、
日
本
最
古
の
神
社
で
あ
る

「
花
の
窟（
い
わ
や
）神
社
」や
岸
壁
が
美
し
い「
鬼
ヶ
城
」

等
の
世
界
遺
産
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
熊
野
市
農
林
業
振

興
課
職
員
や
地
域
の
方
々
と
特
産
品
を
活
用
し
た
新
商

品
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ィ
ア
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
今
回
植
え
た
苗
を
収
穫
す
る
た
め
に
9
月
の

「
稲
刈
り
の
集
い
」
に
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

世界遺産「獅子岩」での集合写真 丸山千枚田での田植え体験の様子

　
5
月
6
日
（
土
）、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所

が
主
催
の
講
演
会
イ
ベ
ン
ト
「
宇
宙
科
学
エ
ト
セ

ト
ラ
―
み
ん
な
の
宇
宙
深
体
験
パ
ビ
リ
オ
ン
―
」

に
全
国
各
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
社
会
貢
献
活

動
を
行
う
「Sagam

i

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
学
生
8
名
が
、
イ
ベ
ン
ト
内
「
キ
ッ
ズ
向
け
ミ

ニ
イ
ベ
ン
ト
」
コ
ー
ナ
ー
で
来
場
者
を
支
援
し
ま

し
た
。

　
学
生
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
の
方
々
と
協
力
し
、
宇

宙
を
テ
ー
マ
と
し
た
子
ど
も
向
け
の
絵
描
き
歌
や

ゆ
る
キ
ャ
ラ
探
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
で
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
か
ら
は
「
子
ど
も

や
保
護
者
の
方
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
々
と
交
流

が
で
き
、
と
て
も
良
い
体
験
に
な
っ
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
方
々
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
。」な
ど
の
好
意
的
な
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。ＪＡＸＡ職員とのオリエンテーションの様子

企
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等
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働

地
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学
内
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梅
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「
翠
想
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に

　
係
わ
る
梅
の
実
を
収
穫
し
ま
し
た

◆
学
生
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
主
催

講
演
会
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た

　
5
月
26
日
（
金
）、5
月
27
日
（
土
）
の
2
日
間
、

梅
酒
「
翠
想
」
に
係
わ
る
梅
の
実
を
収
穫
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
学
生
延
べ
93
名
と
教
職
員
に
加

え
て
、
2
日
目
は
収
穫
を
通
し
て
本
学
の
産
学
連

携
や
特
色
を
体
験
し
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
、
高
校
生
お
よ
び
保
護
者
32
名
に
対
し

て
も
収
穫
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
・

大
学
生
・
教
職
員
が
収
穫
と
い
う
同
じ
目
的
に
向

か
い
力
を
合
わ
せ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
収
穫
に
臨
み
ま
し
た
。

　
高
校
生
や
大
学
生
か
ら
は
「
今
回
の
体
験
を
通

し
て
、
収
穫
体
験
以
外
に
も
様
々
な
体
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見

が
あ
が
り
ま
し
た
。

梅の実収穫体験の様子
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行
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
今
回
植
え
た
苗
を
収
穫
す
る
た
め
に
9
月
の

「
稲
刈
り
の
集
い
」
に
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

世界遺産「獅子岩」での集合写真 丸山千枚田での田植え体験の様子

　
5
月
6
日
（
土
）、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所

が
主
催
の
講
演
会
イ
ベ
ン
ト
「
宇
宙
科
学
エ
ト
セ

ト
ラ
―
み
ん
な
の
宇
宙
深
体
験
パ
ビ
リ
オ
ン
―
」

に
全
国
各
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
社
会
貢
献
活

動
を
行
う
「Sagam

i

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
学
生
8
名
が
、
イ
ベ
ン
ト
内
「
キ
ッ
ズ
向
け
ミ

ニ
イ
ベ
ン
ト
」
コ
ー
ナ
ー
で
来
場
者
を
支
援
し
ま

し
た
。

　
学
生
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
の
方
々
と
協
力
し
、
宇

宙
を
テ
ー
マ
と
し
た
子
ど
も
向
け
の
絵
描
き
歌
や

ゆ
る
キ
ャ
ラ
探
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
な
ど
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
で
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
か
ら
は
「
子
ど
も

や
保
護
者
の
方
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
々
と
交
流

が
で
き
、
と
て
も
良
い
体
験
に
な
っ
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
方
々
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
。」な
ど
の
好
意
的
な
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。ＪＡＸＡ職員とのオリエンテーションの様子

企
業
等
と
の
協
働

地
域
企
業
と
の
協
働

◆
学
内
に
て
梅
酒
「
翠
想
」
に

　
係
わ
る
梅
の
実
を
収
穫
し
ま
し
た

◆
学
生
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
主
催

講
演
会
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た

　
5
月
26
日
（
金
）、5
月
27
日
（
土
）
の
2
日
間
、

梅
酒
「
翠
想
」
に
係
わ
る
梅
の
実
を
収
穫
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
学
生
延
べ
93
名
と
教
職
員
に
加

え
て
、
2
日
目
は
収
穫
を
通
し
て
本
学
の
産
学
連

携
や
特
色
を
体
験
し
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
、
高
校
生
お
よ
び
保
護
者
32
名
に
対
し

て
も
収
穫
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
・

大
学
生
・
教
職
員
が
収
穫
と
い
う
同
じ
目
的
に
向

か
い
力
を
合
わ
せ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
収
穫
に
臨
み
ま
し
た
。

　
高
校
生
や
大
学
生
か
ら
は
「
今
回
の
体
験
を
通

し
て
、
収
穫
体
験
以
外
に
も
様
々
な
体
験
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
意
見

が
あ
が
り
ま
し
た
。

梅の実収穫体験の様子
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●
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
（
文
系
・
理
系
）

　
国
公
立
大
学
受
験

を
メ
イ
ン
に
、
難
関

私
立
大
学
受
験
に
も

対
応
。
現
代
社
会
の

課
題
を
広
い
視
野
か

ら
探
究
す
る
目
を
養

い
ま
す
。
文
理
融
合

型
の
学
問
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
5

教
科
を
中
心
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
学
び
ま
す
。

難
関
私
立
大
学
志
望

者
に
は
、
3
教
科
中

心
の
履
修
も
考
慮
し

ま
す
。

個
性
の
伸
長
と
自
己
実
現
を
支
援
す
る
４
つ
の
進
路
系
統
別
コ
ー
ス
紹
介

３
つ
の
テ
ー
マ
を
通
し
て
命
を
学
び
、
豊
か
な
感
性
を
育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

●
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

　
国
際
系
、
語
学
系

を
中
心
に
、
文
系
3

教
科
を
軸
と
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
習

し
ま
す
。
英
語
に
つ

い
て
は
4
技
能
に
特

化
し
た
複
数
の
科
目

を
設
置
し
、
現
代
社

会
の
課
題
に
対
し
て

英
語
”で”

探
究
・
発

信
で
き
る
レ
ベ
ル
を

目
指
し
ま
す
。

●
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

　
従
来
か
ら
志
望
者

の
多
い
医
療
系
・
栄

養
系
に
加
え
、
農
学
、

環
境
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
教
科
横
断
的
な
視

点
を
養
い
た
い
生
徒

に
適
し
た
コ
ー
ス
で

す
。
理
系
分
野
の
探

究
活
動
を
通
じ
て
、

社
会
と
つ
な
が
り
、

自
ら
の
可
能
性
を
広

げ
ま
す
。

●
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

　
私
立
大
学
文
系
を

中
心
に
、
教
育
、
芸

術
、
体
育
な
ど
多
様

な
進
路
を
想
定
し
た

コ
ー
ス
で
す
。
本
大

学
や
地
域
、
企
業
と

連
携
し
た
探
究
活
動

に
取
り
組
み
、
将
来

の
進
路
や
自
分
の
生

き
方
を
模
索
し
ま

す
。
生
涯
に
わ
た
っ

て
主
体
的
に
学
び
続

け
る
力
や
姿
勢
を
養

い
ま
す
。

●
高
等
部

2
0
2
2
年
度
、高
等
部
で
は
進

路
や
将
来
に
応
じ
た
4
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
学
ぶ
、新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
共
通
テ
ス
ト
を
見
据
え
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
国
公
立
や
難
関
私

大
を
目
指
す
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」

コ
ー
ス
、
4
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
伸
ば
し
て
実
践
的
な
英
語
力

を
鍛
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
コ
ー

ス
、
理
系
科
目
を
軸
に
教
科
横

断
的
な
視
点
を
養
う
「
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
」
コ
ー
ス
、
探
究
活

動
に
力
を
入
れ
、
幅
広
い
選
択

科
目
で
視
野
を
広
げ
る
「
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
」
コ
ー
ス
、
の
4
コ
ー

ス
で
す
。
さ
ら
に
※
M
Q
（
相
模

女
子
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
の
呼
称
）
で
は
、
官
公
庁
や

大
使
館
へ
の
訪
問
、
本
大
学
・
他

大
学
・
地
域
・
社
会
と
の
連
携
な

ど
、
各
コ
ー
ス
の
特
色
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お

り
、
主
体
的
・
協
働
的
に
探
究
す

る
力
を
育
て
ま
す
。

（
高
等
部
鈴
木
大
伍
）

●
中
学
部

教
科
の
枠
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
命
」
と
向
き
合
い
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る

『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
』
と
い
う
授
業
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
部
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
は
「
自
己
肯
定
感
」

と
「
自
己
実
現
」
を
育
成
テ
ー
マ
に
探
究
的
な
学
び
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
勉
強
や
部
活
動
、
友
だ
ち
付
き
合
い
と
、
何
か
と
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
い
中
学
校
生
活
。
将
来
は
ま
だ
遠
い

存
在
で
、
自
分
が
何
者
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
人

生
は
自
分
で
切
り
拓
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
人
生
を「
自
分
ご
と
」と
し
て
踏
み
し
め
て
ほ
し
い
。

そ
の
と
き
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
の
が
「
自
己
肯
定
感
」

で
す
。
そ
こ
で
中
学
部
で
は
、
命
の
誕
生
や
人
の
成
長
の

奇
跡
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
大
切
に
育
て
ら
れ
た

「
か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
体
験

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
で
は
、
自
然
の
命
を
い
た
だ

く
こ
と
、
理
不
尽
に
命
を
奪
う
戦
争
、
世
界
の
食
料
事
情

や
人
権
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
命
」
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
社
会
に
目
を
向
け
、
多
く
の
か
け
が
え
の
な

い
命
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
自
律
的
に
自
己
を
肯
定

し
、
女
性
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
を
考
え
、
自
分

で
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
く
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
1
年
生
　「
わ
た
し
」
と
出
会
う

　『「
わ
た
し
」
と
出

会
う
』を
テ
ー
マ
に
、

自
分
の
誕
生
の
奇

跡
に
触
れ
、
自
身
の

存
在
の
尊
さ
を
知

る
と
と
も
に
、
人
の

多
様
性
に
触
れ
他

者
を
尊
重
す
る
心

を
育
て
ま
す
。

●
2
年
生
　「
自
然
」
と
出
会
う

　『「
自
然
」
と
出
会
う
』を
テ
ー

マ
に
、林
間
学
校
で
の
体
験
を
通

じ
て
自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た

さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、自
分
た
ち

の
身
体
を
つ
く
る「
食
」の
ル
ー

ツ
を
た
ど
り
ま
す
。わ
た
し
た
ち

が「
自
然
の
命
」
を
い
た
だ
い
て

生
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

で
、地
球
が
抱
え
る
問
題
は
自
分

の
未
来
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
、次
の
一
歩
へ
つ
な
げ
ま
す
。

●
３
年
生
　「
未
来
」
と
出
会
う

　
将
来
の
姿
を
思
い
描
き
始
め
る

3
年
生
で
は
『「
未
来
」
と
出
会
う
』

を
テ
ー
マ
に
、
女
性
と
し
て
命
を
育

む
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
で
あ
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
妊
婦
体
験

や
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
体
験
を

し
ま
す
。
女
性
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
生
き
方
を
主
体
的
に
考
え
る
姿

勢
を
育
み
ま
す
。

１年 特　進
進　学

グローバルアカデミック
（文系・理系） ライフサイエンス リベラルアーツ

グローバルアカデミック
（文系・理系） ライフサイエンス リベラルアーツ

2年

3年

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
で
は
「
妊
婦
体
験
／
離
乳
食
講
座
」「
赤
ち

ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
」「
農
業
体
験
／
フ
ー
ド
ロ
ス
学
習
」「
平
和

学
習
」「
多
様
性
を
学
ぶ
」「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
体
験

学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　障
害
者
の
方
と
の
共
生
や
食
に
ま
つ
わ
る
社
会
課
題
な
ど
に
目
を
向
け

る
授
業
や
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
多
様
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で

構
成
さ
せ
て
い
る
社
会
の
在
り
方
や
、
自
分
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
意
識

し
、
社
会
の
中
で
自
分
の
能
力
や
適
性
を
い
か
に
発
揮
し
て
い
く
か
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
大
学
生
と
の
協
働
的
な
活
動
や
企
業
の
出
張
授
業
な
ど
、
様
々
な

体
験
学
習
を
通
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考
え
る
姿
勢
、
判
断

す
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（中
学
部
・
堤
） 北里大学の学生との体験授業

農業体験 障害者体験

※MQ…Margaret Quest
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3
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リ
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英
語
に
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体
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路
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学
や
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テ
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4
技
能
を
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ン
ス
よ

く
伸
ば
し
て
実
践
的
な
英
語
力

を
鍛
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
コ
ー

ス
、
理
系
科
目
を
軸
に
教
科
横

断
的
な
視
点
を
養
う
「
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
」
コ
ー
ス
、
探
究
活

動
に
力
を
入
れ
、
幅
広
い
選
択

科
目
で
視
野
を
広
げ
る
「
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
」
コ
ー
ス
、
の
4
コ
ー

ス
で
す
。
さ
ら
に
※
M
Q
（
相
模

女
子
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
の
呼
称
）
で
は
、
官
公
庁
や

大
使
館
へ
の
訪
問
、
本
大
学
・
他

大
学
・
地
域
・
社
会
と
の
連
携
な

ど
、
各
コ
ー
ス
の
特
色
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お

り
、
主
体
的
・
協
働
的
に
探
究
す

る
力
を
育
て
ま
す
。

（
高
等
部
鈴
木
大
伍
）

●
中
学
部

教
科
の
枠
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
命
」
と
向
き
合
い
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る

『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
』
と
い
う
授
業
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
部
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
は
「
自
己
肯
定
感
」

と
「
自
己
実
現
」
を
育
成
テ
ー
マ
に
探
究
的
な
学
び
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
勉
強
や
部
活
動
、
友
だ
ち
付
き
合
い
と
、
何
か
と
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
が
多
い
中
学
校
生
活
。
将
来
は
ま
だ
遠
い

存
在
で
、
自
分
が
何
者
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
人

生
は
自
分
で
切
り
拓
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
人
生
を「
自
分
ご
と
」と
し
て
踏
み
し
め
て
ほ
し
い
。

そ
の
と
き
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
の
が
「
自
己
肯
定
感
」

で
す
。
そ
こ
で
中
学
部
で
は
、
命
の
誕
生
や
人
の
成
長
の

奇
跡
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
大
切
に
育
て
ら
れ
た

「
か
け
が
え
の
な
い
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
体
験

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
で
は
、
自
然
の
命
を
い
た
だ

く
こ
と
、
理
不
尽
に
命
を
奪
う
戦
争
、
世
界
の
食
料
事
情

や
人
権
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
命
」
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
社
会
に
目
を
向
け
、
多
く
の
か
け
が
え
の
な

い
命
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
自
律
的
に
自
己
を
肯
定

し
、
女
性
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
を
考
え
、
自
分

で
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
く
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
1
年
生
　「
わ
た
し
」
と
出
会
う

　『「
わ
た
し
」
と
出

会
う
』を
テ
ー
マ
に
、

自
分
の
誕
生
の
奇

跡
に
触
れ
、
自
身
の

存
在
の
尊
さ
を
知

る
と
と
も
に
、
人
の

多
様
性
に
触
れ
他

者
を
尊
重
す
る
心

を
育
て
ま
す
。

●
2
年
生
　「
自
然
」
と
出
会
う

　『「
自
然
」
と
出
会
う
』を
テ
ー

マ
に
、林
間
学
校
で
の
体
験
を
通

じ
て
自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た

さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、自
分
た
ち

の
身
体
を
つ
く
る「
食
」の
ル
ー

ツ
を
た
ど
り
ま
す
。わ
た
し
た
ち

が「
自
然
の
命
」
を
い
た
だ
い
て

生
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

で
、地
球
が
抱
え
る
問
題
は
自
分

の
未
来
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
、次
の
一
歩
へ
つ
な
げ
ま
す
。

●
３
年
生
　「
未
来
」
と
出
会
う

　
将
来
の
姿
を
思
い
描
き
始
め
る

3
年
生
で
は
『「
未
来
」
と
出
会
う
』

を
テ
ー
マ
に
、
女
性
と
し
て
命
を
育

む
可
能
性
を
秘
め
た
存
在
で
あ
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
妊
婦
体
験

や
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
体
験
を

し
ま
す
。
女
性
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
生
き
方
を
主
体
的
に
考
え
る
姿

勢
を
育
み
ま
す
。

１年 特　進
進　学

グローバルアカデミック
（文系・理系） ライフサイエンス リベラルアーツ

グローバルアカデミック
（文系・理系） ライフサイエンス リベラルアーツ

2年

3年

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
タ
イ
ム
で
は
「
妊
婦
体
験
／
離
乳
食
講
座
」「
赤
ち

ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
」「
農
業
体
験
／
フ
ー
ド
ロ
ス
学
習
」「
平
和

学
習
」「
多
様
性
を
学
ぶ
」「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど
の
体
験

学
習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　障
害
者
の
方
と
の
共
生
や
食
に
ま
つ
わ
る
社
会
課
題
な
ど
に
目
を
向
け

る
授
業
や
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
多
様
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で

構
成
さ
せ
て
い
る
社
会
の
在
り
方
や
、
自
分
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
意
識

し
、
社
会
の
中
で
自
分
の
能
力
や
適
性
を
い
か
に
発
揮
し
て
い
く
か
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
大
学
生
と
の
協
働
的
な
活
動
や
企
業
の
出
張
授
業
な
ど
、
様
々
な

体
験
学
習
を
通
し
て
、
自
分
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考
え
る
姿
勢
、
判
断

す
る
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（中
学
部
・
堤
） 北里大学の学生との体験授業

農業体験 障害者体験

※MQ…Margaret Quest
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［お問合せ］ 相模女子大学高等部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：kou@mail2.sagami-wu.ac.jp

※予定は変更になる場合があります。事前に各部HPにて最新情報をご確認ください。
●オープンキャンパス・学校説明会

中 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学中学部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：chu@mail2.sagami-wu.ac.jp

●プチセツ ※
　・プチセツ 3　  9 月 13 日（水） 10 時 ～ 11 時
　・プチセツ 4　12 月 14 日（木） 10 時 ～ 11 時
　・ プチセツ 5　  1 月 10 日（水） 10 時 ～ 11 時
●学校説明会 ※
　・学校説明会 2　9 月 30 日（土）　9 時 30 分～ 11 時 30 分
●過去問解説会【小学 6 年生対象】 ※
　・過去問説明会　11 月 25 日（土）9 時 30 分 ～ 12 時 10 分
●プログラミング体験会 【小学 4、5、6 年生対象】 ※
　・プログラミング体験会 4　  9月16日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　・プログラミング体験会 5　10月14日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分

●プログラミング入試体験会【小学 6 年生対象】 ※
　・プログラミング入試体験会 1　11月18日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　・プログラミング入試体験会 2　12月  9日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　・プログラミング入試体験会 3　  1月20日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
●適性検査型入試体験＆説明会【小学 6 年生対象】 ※
　・適性検査型入試体験＆説明会1　 9月  9日（土）14時～16時
　・適性検査型入試体験＆説明会2　11月18日（土）14時～16時
●ナイト説明会＊予約不要
　ユニコムプラザさがみはらミ ー テ ィ ングルー ム 4 (bono 相模大野サウスモ ー ル 3 階）

　・ナイト説明会 1　10月13日（金）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 2　11月15日（水）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 3　12月15日（金）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 4　  1月19日（金）19 時～ 20 時
●学校行事
　【相生祭】11 月 3 日（金・祝）、11 月 4 日（土）

大学院 大学 短期大学部
●オープンキャンパス＊
　・7月30日（日）10時～15時　・8月20日（日）10時～15時　・9月18日（月・祝）12時～15時　・3月24日（日）12時～16時
　学科紹介 / 体験授業 / 入試制度説明 / 各種個別相談 / キャンパスツアーなど（開催日により内容は異なります。）
●キャンパス見学会 & 入試説明会＊
 ・10 月 14 日（土）14 時～ 16 時　・12 月 9 日（土）14 時～ 16 時
●公開行事
 【相生祭】11 月 3 日（祝・金）、11 月 4 日（土）
●相生祭同時開催個別相談会＊
 ・11 月 3 日（祝・金 ) 、11/4（土）10 時～ 15 時
＊日程・実施方法・事前予約の有無等が変更になる場合があります。事前にHPで最新情報をご確認ください。

●ＷＥＢオープンキャンパス
 自宅にいながら大学・短期大学部の学びの内容を理解できる WEB オープンキャンパスを開催しています。
●個人での学校見学
 お友達や保護者の方とゆっくりキャンパス見学ができます。
 受付時間
 平　日　9 時～ 17 時
 土曜日　9 時～ 12 時 30 分
 日曜日・祝日は休業（ただし正門守衛にてパンフレットを受け取ることができます。)

［お問合せ］ 相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学事務部 入試課
 ●詳細は HP をご覧ください。　www.sagai-wu.ac.jp
 フリーダイヤル：0120-816-332　携帯から：042-749-5533
 （平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）　　Mail：kouhou@isc.sagami-wu.ac.jp

大学ではオープンキャンパスや入試説明会、併設各部では学校説明会や体験授業など、今後開催予定の学園イベント情報を一挙
ご紹介！事前予約制のイベントもありますので、詳細は各部ホームページでご確認の上、お早めにお申し込みください！

2023 年度 学園イベント情報

WEB
オープンスクール
詳しくはこちら→

●個別学校案内 ※
　・7 月29日（土）～ 8 月26日（土）、平日9 時 30 分 ～15 時／土曜日9 時 30 分 ～12 時 30 分
　　＊日曜／祝日、特定日を除く
●入試個別相談会※
　・12 月4日（月）16 時 ～19 時　　・12 月5日（火）16 時 ～19 時
●学校説明会・体験授業 ※
　・第1回学校説明会   9 月  2日（土）14 時～16 時
 ・第 2 回学校説明会 10 月21日（土）14 時～16 時
 ・第 3 回学校説明会 11月25日（土）14 時～16 時
 ・第 4 回学校説明会 12 月  2日（土）14 時～16 時
●公開行事
　【相生祭】11月3日（金・祝）、11月4日（土）

高 等 部

幼 稚 部

小 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学小学部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagai-wu.ac.jp/sho/
 TEL：042-742-1444　（平日 9 時～ 17 時）
 Mail：sho@mail2.sagami-wu.ac.jp

［お問合せ］ 認定こども園相模女子大学幼稚部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagai-wu.ac.jp　　TEL：042-742-1445　FAX：042-742-1431

●認定こども園相模女子大学幼稚部入園説明会 ※
　・第 2 回　9 月 7 日（木）10 時 ～ 11 時
　・第 3 回 10 月 25 日（水）10 時 ～ 11 時
●入園希望者対象入園前個別相談会 ※
　・ 8 月 29 日（火）、30 日（水）、31 日（木） 
　 ＊10 時 30 分～ 15 時の間で
　　1 人 30 分程度を予定しております。

●もも組入会説明会（2 歳児対象） ※
　・  9 月 15 日（金）10 時～
　＊ 9 月   7 日（木）の幼稚部入園説明会にも必ずご参加ください。
●こんにちは会 ※
　・  9 月 20 日（水）、10 月   4 日（水）、
　  11 月   8 日（水）、12 月 13 日（水）
　   1 月 17 日（水）、    2 月 14 日（水）、3 月 6 日（水）

●ナイト説明会 ※
　ユニコムプラザさがみはらセミナールー ム 2 (bono 相模大野サウスモ ー ル 3 階）

　7月28日（金）18 時～ 19 時
●学校説明会 ※
　・第 3 回学校説明会　9月  1日（金）   9時20分～12時
　・第 4 回学校説明会　9月17日（日）10時10分～11時40分
●学校説明会【次年度以降受験希望者向け】 ※
　・11 月 28 日（火）9 時 20 分 ～ 12 時
●「勉強って楽しい」と感じる授業体験 オープンスクール【年長・年中対象】 ※
　・7 月 23 日（日）9 時 20 分 ～ 12 時

●「勉強って楽しい」と感じる授業体験 ミニオープンスクール ※
　・8 月 19 日（土）【年長・年中対象】
　　①  9時　　  ～  9時40分　②  9時50分 ～10時30分
　　③10時40分 ～11時20分　④11時30分 ～12時10分
　・3 月 23 日（土）【年中・年小対象】
　　①  9時　　  ～  9時40分　②  9時50分 ～10時30分
　　③10時40分 ～11時20分　④11時30分 ～12時10分
●学校行事【相生祭】 ※
　・11 月 3 日（金・祝）、4 日（土）
　　幼稚部から大学まで学園全体の学園祭。鼓笛の市中
　　パレードやグランドドリル、劇や合唱をご覧いただけます。
●学校行事【造形展】 ※
　・2 月 10 日（土）9 時～ 15 時
　　園児が参加できるワークショップも開催予定です。

←イベント情報＊イベント予約・詳細は、
　HP「イベント情報」にて
　ご確認ください。
＊最新情報をメールで
　受信することも可能です。

最新情報
メール配信サービス→

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※電話にて要予約

※HPにて要予約

中学部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

↑
WEB オープン

キャンパス
詳しくはこちら

高等部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→
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［お問合せ］ 相模女子大学高等部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：kou@mail2.sagami-wu.ac.jp

※予定は変更になる場合があります。事前に各部HPにて最新情報をご確認ください。
●オープンキャンパス・学校説明会

中 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学中学部
 TEL：042-742-1442　（平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）
 Mail：chu@mail2.sagami-wu.ac.jp

●プチセツ ※
　・プチセツ 3　  9 月 13 日（水） 10 時 ～ 11 時
　・プチセツ 4　12 月 14 日（木） 10 時 ～ 11 時
　・ プチセツ 5　  1 月 10 日（水） 10 時 ～ 11 時
●学校説明会 ※
　・学校説明会 2　9 月 30 日（土）　9 時 30 分～ 11 時 30 分
●過去問解説会【小学 6 年生対象】 ※
　・過去問説明会　11 月 25 日（土）9 時 30 分 ～ 12 時 10 分
●プログラミング体験会 【小学 4、5、6 年生対象】 ※
　・プログラミング体験会 4　  9月16日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　・プログラミング体験会 5　10月14日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分

●プログラミング入試体験会【小学 6 年生対象】 ※
　・プログラミング入試体験会 1　11月18日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　・プログラミング入試体験会 2　12月  9日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　・プログラミング入試体験会 3　  1月20日（土）9 時 30 分 ～ 11 時 30 分
●適性検査型入試体験＆説明会【小学 6 年生対象】 ※
　・適性検査型入試体験＆説明会1　 9月  9日（土）14時～16時
　・適性検査型入試体験＆説明会2　11月18日（土）14時～16時
●ナイト説明会＊予約不要
　ユニコムプラザさがみはらミ ー テ ィ ングルー ム 4 (bono 相模大野サウスモ ー ル 3 階）

　・ナイト説明会 1　10月13日（金）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 2　11月15日（水）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 3　12月15日（金）19 時～ 20 時
　・ナイト説明会 4　  1月19日（金）19 時～ 20 時
●学校行事
　【相生祭】11 月 3 日（金・祝）、11 月 4 日（土）

大学院 大学 短期大学部
●オープンキャンパス＊
　・7月30日（日）10時～15時　・8月20日（日）10時～15時　・9月18日（月・祝）12時～15時　・3月24日（日）12時～16時
　学科紹介 / 体験授業 / 入試制度説明 / 各種個別相談 / キャンパスツアーなど（開催日により内容は異なります。）
●キャンパス見学会 & 入試説明会＊
 ・10 月 14 日（土）14 時～ 16 時　・12 月 9 日（土）14 時～ 16 時
●公開行事
 【相生祭】11 月 3 日（祝・金）、11 月 4 日（土）
●相生祭同時開催個別相談会＊
 ・11 月 3 日（祝・金 ) 、11/4（土）10 時～ 15 時
＊日程・実施方法・事前予約の有無等が変更になる場合があります。事前にHPで最新情報をご確認ください。

●ＷＥＢオープンキャンパス
 自宅にいながら大学・短期大学部の学びの内容を理解できる WEB オープンキャンパスを開催しています。
●個人での学校見学
 お友達や保護者の方とゆっくりキャンパス見学ができます。
 受付時間
 平　日　9 時～ 17 時
 土曜日　9 時～ 12 時 30 分
 日曜日・祝日は休業（ただし正門守衛にてパンフレットを受け取ることができます。)

［お問合せ］ 相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学事務部 入試課
 ●詳細は HP をご覧ください。　www.sagai-wu.ac.jp
 フリーダイヤル：0120-816-332　携帯から：042-749-5533
 （平日 9 時～ 17 時、土曜日 9 時～ 12 時 30 分）　　Mail：kouhou@isc.sagami-wu.ac.jp

大学ではオープンキャンパスや入試説明会、併設各部では学校説明会や体験授業など、今後開催予定の学園イベント情報を一挙
ご紹介！事前予約制のイベントもありますので、詳細は各部ホームページでご確認の上、お早めにお申し込みください！

2023 年度 学園イベント情報

WEB
オープンスクール
詳しくはこちら→

●個別学校案内 ※
　・7 月29日（土）～ 8 月26日（土）、平日9 時 30 分 ～15 時／土曜日9 時 30 分 ～12 時 30 分
　　＊日曜／祝日、特定日を除く
●入試個別相談会※
　・12 月4日（月）16 時 ～19 時　　・12 月5日（火）16 時 ～19 時
●学校説明会・体験授業 ※
　・第1回学校説明会   9 月  2日（土）14 時～16 時
 ・第 2 回学校説明会 10 月21日（土）14 時～16 時
 ・第 3 回学校説明会 11月25日（土）14 時～16 時
 ・第 4 回学校説明会 12 月  2日（土）14 時～16 時
●公開行事
　【相生祭】11月3日（金・祝）、11月4日（土）

高 等 部

幼 稚 部

小 学 部

［お問合せ］ 相模女子大学小学部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagai-wu.ac.jp/sho/
 TEL：042-742-1444　（平日 9 時～ 17 時）
 Mail：sho@mail2.sagami-wu.ac.jp

［お問合せ］ 認定こども園相模女子大学幼稚部
●詳細は HP をご覧ください。　www.sagai-wu.ac.jp　　TEL：042-742-1445　FAX：042-742-1431

●認定こども園相模女子大学幼稚部入園説明会 ※
　・第 2 回　9 月 7 日（木）10 時 ～ 11 時
　・第 3 回 10 月 25 日（水）10 時 ～ 11 時
●入園希望者対象入園前個別相談会 ※
　・ 8 月 29 日（火）、30 日（水）、31 日（木） 
　 ＊10 時 30 分～ 15 時の間で
　　1 人 30 分程度を予定しております。

●もも組入会説明会（2 歳児対象） ※
　・  9 月 15 日（金）10 時～
　＊ 9 月   7 日（木）の幼稚部入園説明会にも必ずご参加ください。
●こんにちは会 ※
　・  9 月 20 日（水）、10 月   4 日（水）、
　  11 月   8 日（水）、12 月 13 日（水）
　   1 月 17 日（水）、    2 月 14 日（水）、3 月 6 日（水）

●ナイト説明会 ※
　ユニコムプラザさがみはらセミナールー ム 2 (bono 相模大野サウスモ ー ル 3 階）

　7月28日（金）18 時～ 19 時
●学校説明会 ※
　・第 3 回学校説明会　9月  1日（金）   9時20分～12時
　・第 4 回学校説明会　9月17日（日）10時10分～11時40分
●学校説明会【次年度以降受験希望者向け】 ※
　・11 月 28 日（火）9 時 20 分 ～ 12 時
●「勉強って楽しい」と感じる授業体験 オープンスクール【年長・年中対象】 ※
　・7 月 23 日（日）9 時 20 分 ～ 12 時

●「勉強って楽しい」と感じる授業体験 ミニオープンスクール ※
　・8 月 19 日（土）【年長・年中対象】
　　①  9時　　  ～  9時40分　②  9時50分 ～10時30分
　　③10時40分 ～11時20分　④11時30分 ～12時10分
　・3 月 23 日（土）【年中・年小対象】
　　①  9時　　  ～  9時40分　②  9時50分 ～10時30分
　　③10時40分 ～11時20分　④11時30分 ～12時10分
●学校行事【相生祭】 ※
　・11 月 3 日（金・祝）、4 日（土）
　　幼稚部から大学まで学園全体の学園祭。鼓笛の市中
　　パレードやグランドドリル、劇や合唱をご覧いただけます。
●学校行事【造形展】 ※
　・2 月 10 日（土）9 時～ 15 時
　　園児が参加できるワークショップも開催予定です。

←イベント情報＊イベント予約・詳細は、
　HP「イベント情報」にて
　ご確認ください。
＊最新情報をメールで
　受信することも可能です。

最新情報
メール配信サービス→

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※HPにて要予約

※電話にて要予約

※HPにて要予約

中学部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→

↑
WEB オープン

キャンパス
詳しくはこちら

高等部
学校説明会
公開行事
詳しくはこちら→
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学
園

風
間
誠
史
理
事
長
ら
が
帝
国
女
子
専
門
学
校
跡
地
に
あ
る
碑
を

訪
れ
、戦
災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た

　
4
月
12
日
（
水
）、
風
間
誠
史
理
事
長
を
は
じ
め
、
田
中
百
子

同
窓
会
長
、
同
窓
生
が
本
学
の
前
身
で
あ
る
「
帝
国
女
子
専
門

学
校
」
の
跡
地
（
東
京
都
文
京
区
大
塚
）
に
建
て
ら
れ
た
「
大
塚

発
祥
の
地
」
の
碑
を
訪
れ
、
戦
災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た
。

　
1
9
4
5
年
4
月
13
日
夜
半
か
ら
14
日
未
明
に
か
け
て
の
大

空
襲
に
よ
り
、
帝
国
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
と
学
寮
は
全
焼
し
、

学
生
3
名
・
寮
母
1
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
田
中
義

能
校
長
は
「
校
舎
は
焼

け
て
も
、
学
校
は
焼
け

な
い
。
学
校
に
は
永
遠

の
命
が
あ
る
。」
と
教

職
員
や
学
生
を
励
ま

し
、
間
も
な
く
拓
殖
大

学
の
一
部
を
借
り
て
授

業
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
相
模

原
市
の
旧
陸
軍
通
信
学

校
跡
地
に
移
転
し
、
相

模
女
子
大
学
と
し
て
発

展
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
災
か
ら
78
年

が
た
ち
、
こ
の
地
を
訪

れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧

げ
ま
し
た
。（

総
務
課
）

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

学
修
・
生
活
支
援
課
窓
口
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

　
4
月
初
旬
、
学
修
・
生
活
支
援
課
窓
口
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
窓
口
は
、「
標
識
が
あ
り
分
か
り
や
す
い
」「
カ
ラ

フ
ル
で
明
る
く
な
っ
た
」
と
学
生
や
教
員
よ
り
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
学
修
・
生
活
支
援
課
で
は
「
学
生
と
の
向
き
合
い
方
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
銘
打
ち
、
全
職
員
が
窓
口
対
応
の
向
上
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
と
あ
わ

せ
て
、
今
後
も
よ
り
利
用
し
や
す
い
窓
口
環
境
の
実
現
に
向
け
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

就
職
準
備
講
座
・
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
就
職
支
援
課
で
は
、
大
学
3
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
1
年

生
を
対
象
と
し
た
「
春
学
期
就
職
準
備
講
座
」、
大
学
4
年
生
お

よ
び
短
期
大
学
部
2
年
生
を
対
象
と
し
た
「
企
業
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。「
春
学
期
就
職
準
備
講
座
」
は
、
就
職
活
動
で

必
要
と
な
る
履
歴
書
の
書
き
方
講
座
や
業
界
・
企
業
研
究
等
に

つ
い
て
、
4
〜
7
月
の
毎
週
木
曜
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
企
業
説
明
会
」
は
対
面
で
実
施
し
、
企
業
の
方
か

ら
事
業
内
容
や
採
用
活
動
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
業
界
や
仕
事
の
理
解
を
深
め
る
業
界
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
、
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
を
希
望
す
る
栄
養
系
学
科
の
学
生

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ど
の
講
座
に

も
多
く
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
秋
学
期
に
は
、「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」「
秋
学
期
就
職
準
備

講
座
」
等
を
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
方
就
職
を
希
望
す
る

学
生
と
そ
の
保
証
人
を
対
象
と
し
た
「
地
区
懇
談
会
」
の
実
施

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
学
生
の
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

中
学
部
・
高
等
部

交
流
が
深
ま
っ
た
新
入
生
歓
迎
会

　
5
月
10
日
（
水
）
に
新
入
生
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

入
生
歓
迎
会
は
、
生
徒
会
主
催
で
企
画
、
運
営
す
る
行
事
で
す
。

一
年
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
他
学
年
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
様
々
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
入
学
し
て
約
一

ヶ
月
の
一
年
生
は
、
ま
だ
少
し
緊
張
し
て
い
る
様
子
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ゲ
ー
ム
の
最
中
は
皆
い
き
い
き
と
し
て
い
て
、
学
年
を
超

え
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
部

全
体
が
、
同
じ
時
間
を
共
有
し
、
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た
よ
う
な

の
で
、
今
回
の
新
入
生
歓
迎
会
を
機
に
、
他
学
年
同
士
で
も
仲
良

く
学
校
生
活
を
送
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（
生
徒
会
長
　
佐
々
木
莉
紗
）

笑
顔
が
溢
れ
、
絆
が
深
ま
っ
た
球
技
大
会

　
今
年
度
の
球
技
大
会
は
、
声
を
出
し
て
お
互
い
に
応
援
し
な

が
ら
仲
間
の
真
剣
に
戦
う
表
情
や
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
充
実
し
た
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
勝
っ
て
嬉

し
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
負
け
て
悔
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

様
々
な
戦
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
試
合
を
通
じ
て
ク
ラ
ス

の
中
だ
け
で
な
く
、
他
の
ク
ラ
ス
や
他
の
学
年
と
も
交
流
を
し
、

絆
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
会
活
動
で
は
、
学
年
を
超
え
て
球
技
大
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
委
員
会
の
中
で
も
他
学
年
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
来
年
度
の
球
技
大
会
も
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う

期
待
を
込
め
て
、
今
年
度
の
改
善
点
は
後
輩
達
に
託
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
全
体
の
成
功
も
そ
う
で
す
が
、
私
は
個
人
的
に
最
後

の
球
技
大
会
で
初
め
て
ク
ラ
ス
と
し
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
球
技
大
会
実
行
委
員
長
　
石
井
天
音
）

初
の
5
月
開
催
。
雨
に
も
負
け
な
い
熱
い
戦
い

　
体
育
祭
実
行
委
員
長
に
な
っ
た
こ
と
で
沢
山
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、一
緒
に
活
動
を
し
て
い
た
高
等
部
の
委

員
長
・
副
委
員
長
に
凄
く
影
響
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
・
副
委
員

長
は
全
体
を
ま
と
め
る
の
が
上
手
で
凄
く
頼
り
に
な
る
先
輩
で

し
た
。沢
山
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
て
凄
く
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
行
事
に
も
こ
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ
な
と

考
え
る
と
全
て
の
行
事
を
全
力
で
楽
し
も
う
と
思
い
ま
し
た
。
体

育
祭
を
全
力
で
楽
し
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
学
部
　
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
志
岐
歩
夢
）

　
今
年
の
体
育
祭
は
例
年
よ
り
早
い
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
昨
年

度
か
ら
運
営
委
員
12
人
で
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
準
備
期
間
中
は
遅
く
ま
で
活
動
し
て
い
て
と
て
も
大
変
で
し

た
が
、
当
日
は
み
ん
な
の
笑
顔
が
沢
山
見
れ
て
、
運
営
委
員
長
と

し
て
体
育
祭
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
協
力

し
て
く
れ
た
実
行
委
員
・
部
活
動
・
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
で

す
！
体
育
祭
を
最
高
の
思
い
出
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！ （
高
等
部
　
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
北
川
裕
奈
）

学年を越えて楽しみました みんな懸命に応援していました

高 3 実行委員

試合前の円陣

駆け抜けろ とっとこフラ太郎（中学部種目） 騎馬戦（高等部種目）

仮装行列 優勝（高 3 学年種目）ヴィランズワールド

「春学期就職準備講座」オンラインで実施しました

「企業説明会」対面で実施しました

大塚旧校庭跡地の石碑を訪問「帝国女子専門学校」の
跡地である「大塚発祥の地」の碑を訪問

色分け効果で分かりやすく親しみやすい窓口に 文字はユニバーサルデザインフォントを使用
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学
園
各
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  学園各部報告

学
園

風
間
誠
史
理
事
長
ら
が
帝
国
女
子
専
門
学
校
跡
地
に
あ
る
碑
を

訪
れ
、戦
災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た

　
4
月
12
日
（
水
）、
風
間
誠
史
理
事
長
を
は
じ
め
、
田
中
百
子

同
窓
会
長
、
同
窓
生
が
本
学
の
前
身
で
あ
る
「
帝
国
女
子
専
門

学
校
」
の
跡
地
（
東
京
都
文
京
区
大
塚
）
に
建
て
ら
れ
た
「
大
塚

発
祥
の
地
」
の
碑
を
訪
れ
、
戦
災
犠
牲
者
を
慰
霊
し
ま
し
た
。

　
1
9
4
5
年
4
月
13
日
夜
半
か
ら
14
日
未
明
に
か
け
て
の
大

空
襲
に
よ
り
、
帝
国
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
と
学
寮
は
全
焼
し
、

学
生
3
名
・
寮
母
1
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
田
中
義

能
校
長
は
「
校
舎
は
焼

け
て
も
、
学
校
は
焼
け

な
い
。
学
校
に
は
永
遠

の
命
が
あ
る
。」
と
教

職
員
や
学
生
を
励
ま

し
、
間
も
な
く
拓
殖
大

学
の
一
部
を
借
り
て
授

業
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
相
模

原
市
の
旧
陸
軍
通
信
学

校
跡
地
に
移
転
し
、
相

模
女
子
大
学
と
し
て
発

展
し
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
災
か
ら
78
年

が
た
ち
、
こ
の
地
を
訪

れ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧

げ
ま
し
た
。（

総
務
課
）

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

学
修
・
生
活
支
援
課
窓
口
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

　
4
月
初
旬
、
学
修
・
生
活
支
援
課
窓
口
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
窓
口
は
、「
標
識
が
あ
り
分
か
り
や
す
い
」「
カ
ラ

フ
ル
で
明
る
く
な
っ
た
」
と
学
生
や
教
員
よ
り
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
学
修
・
生
活
支
援
課
で
は
「
学
生
と
の
向
き
合
い
方
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
銘
打
ち
、
全
職
員
が
窓
口
対
応
の
向
上
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
と
あ
わ

せ
て
、
今
後
も
よ
り
利
用
し
や
す
い
窓
口
環
境
の
実
現
に
向
け
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。

就
職
準
備
講
座
・
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
就
職
支
援
課
で
は
、
大
学
3
年
生
お
よ
び
短
期
大
学
部
1
年

生
を
対
象
と
し
た
「
春
学
期
就
職
準
備
講
座
」、
大
学
4
年
生
お

よ
び
短
期
大
学
部
2
年
生
を
対
象
と
し
た
「
企
業
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。「
春
学
期
就
職
準
備
講
座
」
は
、
就
職
活
動
で

必
要
と
な
る
履
歴
書
の
書
き
方
講
座
や
業
界
・
企
業
研
究
等
に

つ
い
て
、
4
〜
7
月
の
毎
週
木
曜
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
企
業
説
明
会
」
は
対
面
で
実
施
し
、
企
業
の
方
か

ら
事
業
内
容
や
採
用
活
動
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
業
界
や
仕
事
の
理
解
を
深
め
る
業
界
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
、
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
を
希
望
す
る
栄
養
系
学
科
の
学
生

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ど
の
講
座
に

も
多
く
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
秋
学
期
に
は
、「
筆
記
試
験
対
策
講
座
」「
秋
学
期
就
職
準
備

講
座
」
等
を
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
方
就
職
を
希
望
す
る

学
生
と
そ
の
保
証
人
を
対
象
と
し
た
「
地
区
懇
談
会
」
の
実
施

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
学
生
の
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

中
学
部
・
高
等
部

交
流
が
深
ま
っ
た
新
入
生
歓
迎
会

　
5
月
10
日
（
水
）
に
新
入
生
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新

入
生
歓
迎
会
は
、
生
徒
会
主
催
で
企
画
、
運
営
す
る
行
事
で
す
。

一
年
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
他
学
年
と
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
様
々
な
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
入
学
し
て
約
一

ヶ
月
の
一
年
生
は
、
ま
だ
少
し
緊
張
し
て
い
る
様
子
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ゲ
ー
ム
の
最
中
は
皆
い
き
い
き
と
し
て
い
て
、
学
年
を
超

え
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
部

全
体
が
、
同
じ
時
間
を
共
有
し
、
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た
よ
う
な

の
で
、
今
回
の
新
入
生
歓
迎
会
を
機
に
、
他
学
年
同
士
で
も
仲
良

く
学
校
生
活
を
送
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（
生
徒
会
長
　
佐
々
木
莉
紗
）

笑
顔
が
溢
れ
、
絆
が
深
ま
っ
た
球
技
大
会

　
今
年
度
の
球
技
大
会
は
、
声
を
出
し
て
お
互
い
に
応
援
し
な

が
ら
仲
間
の
真
剣
に
戦
う
表
情
や
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
充
実
し
た
二
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
勝
っ
て
嬉

し
か
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
負
け
て
悔
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

様
々
な
戦
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
試
合
を
通
じ
て
ク
ラ
ス

の
中
だ
け
で
な
く
、
他
の
ク
ラ
ス
や
他
の
学
年
と
も
交
流
を
し
、

絆
を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
委
員
会
活
動
で
は
、
学
年
を
超
え
て
球
技
大
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
委
員
会
の
中
で
も
他
学
年
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
来
年
度
の
球
技
大
会
も
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う

期
待
を
込
め
て
、
今
年
度
の
改
善
点
は
後
輩
達
に
託
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
全
体
の
成
功
も
そ
う
で
す
が
、
私
は
個
人
的
に
最
後

の
球
技
大
会
で
初
め
て
ク
ラ
ス
と
し
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
球
技
大
会
実
行
委
員
長
　
石
井
天
音
）

初
の
5
月
開
催
。
雨
に
も
負
け
な
い
熱
い
戦
い

　
体
育
祭
実
行
委
員
長
に
な
っ
た
こ
と
で
沢
山
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、一
緒
に
活
動
を
し
て
い
た
高
等
部
の
委

員
長
・
副
委
員
長
に
凄
く
影
響
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
・
副
委
員

長
は
全
体
を
ま
と
め
る
の
が
上
手
で
凄
く
頼
り
に
な
る
先
輩
で

し
た
。沢
山
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
て
凄
く
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
行
事
に
も
こ
の
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ
な
と

考
え
る
と
全
て
の
行
事
を
全
力
で
楽
し
も
う
と
思
い
ま
し
た
。
体

育
祭
を
全
力
で
楽
し
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
学
部
　
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
志
岐
歩
夢
）

　
今
年
の
体
育
祭
は
例
年
よ
り
早
い
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
昨
年

度
か
ら
運
営
委
員
12
人
で
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
準
備
期
間
中
は
遅
く
ま
で
活
動
し
て
い
て
と
て
も
大
変
で
し

た
が
、
当
日
は
み
ん
な
の
笑
顔
が
沢
山
見
れ
て
、
運
営
委
員
長
と

し
て
体
育
祭
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
協
力

し
て
く
れ
た
実
行
委
員
・
部
活
動
・
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
で

す
！
体
育
祭
を
最
高
の
思
い
出
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！ （
高
等
部
　
体
育
祭
運
営
委
員
長
　
北
川
裕
奈
）

学年を越えて楽しみました みんな懸命に応援していました

高 3 実行委員

試合前の円陣

駆け抜けろ とっとこフラ太郎（中学部種目） 騎馬戦（高等部種目）

仮装行列 優勝（高 3 学年種目）ヴィランズワールド

「春学期就職準備講座」オンラインで実施しました

「企業説明会」対面で実施しました

大塚旧校庭跡地の石碑を訪問「帝国女子専門学校」の
跡地である「大塚発祥の地」の碑を訪問

色分け効果で分かりやすく親しみやすい窓口に 文字はユニバーサルデザインフォントを使用
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2025年 創立125周年記念事業募金

西澤之助と帝国女子専門学校／ 2025 年 創立 125 周年記念事業募金

小
学
部

　1900（明治 33）年 10月に日本女学校を創設した西澤之助は、「女子教育の確立は急務
であり、女学の源流を確立するためには女子大学を設立すべきである」と考え、当時の教育
界、学会、官界から134 名の賛同を得て、1902（明治 35）年 8月、「女子大学設立趣意書」を
発表し、1908（明治 41）年８月、東京市小石川区大塚町 70 番地（現在の文京区大塚 1 丁目
3 番 8 号）に新たな校舎の建設に着手するなど女子大学設立に向けた準備を始めました。
　しかし、文部省からは「大学の名称を用いることは許可できない、名称を変更して再申
請すること」との通達が届いたことから、学校名を変更し、再申請を経て当時の女子教育
の最高機関である「帝国女子専門学校」の設置が認可されました。当時、私立学校が大
学を称することは難しく、特に女子校の大学名称の使用は許されない状況にありました。
　こうして西澤之助の大学設立の願いは叶うことなく、1909（明治 42）年 9月、「帝国女子専門
学校」が大塚の新校舎で開校しましたが、「大学」の名称を使用できなかったことや、大塚校
舎の交通の便が悪かったことから、次第に入学者が少なくなり学校の経営は厳しくなりました。
　日本女学校開校から11 年後の1911（明治 44）年、西澤之助は校長を辞職し、「女子大学
設立趣意書」に賛同した平山成信が 2 代目の校長に就任しました。 

 （アーカイブ室設置準備室）

　相模女子大学は、1900（明治 33）年創立の日本女学校を起点として、2025（令和 7）年に創立 125 周年を迎えます。『女性
の活躍を支援し、地域とともに発展する「開かれた学園」へ』を基本コンセプトとして、地域社会での活躍を支える開かれた
学びや、ステークホルダーが集い合う環境整備を行い、地域とともに歴史を刻む開かれたキャンパスづくりを目指し、キャンパ
ス整備事業、周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業、式典・広報事業を柱とした記念事業を展開することといたしました。
　この125 周年記念事業の趣意をご理解いただき、広くご賛同いただける方から任意の寄付を募り、創立 125 周年記念事
業に係る資金の一部に充当したいと考えておりますので、どうか本学園のさらなる発展、学園で学んできた女性たちの一層
の活躍、そして本学園とともに歩んできた地域の活性化のために、ご協力賜りますよう、お願い申し上げます。
　寄付申込方法等詳細が決まりましたら改めてお知らせさせていただきます。

125 周年募金委員長　速水 俊裕

西澤之助と帝国女子専門学校
こ
れ
ぞ
小
学
部
！

楽
し
く
て
か
っ
こ
い
い
小
学
部
運
動
会
・
全
校
演
技

　
5
月
21
日
（
日
）、第
72
回
「
小
学
部
運
動
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
運
動
会
は
、
4
年
ぶ
り
に
元
来
の
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
戻
し
、
観
覧
人
数
の
制
限
も
な
く
、
よ
り
多
く
の
保
護
者
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
P
T
A
種
目
、
同
窓
生
種
目
「
シ

ン
大
玉
転
が
し
」、
全
校
綱
引
き
や
騎
馬
戦
な
ど
の
種
目
も
復
活

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
ま
た
伝
統
の
全
校
演
技
『
全
力 SA

G
A

M
I 

C
L

A
SSIC

』
を
盛
大
に
披
露
し
ま
し
た
。
今
回
は
鳴
子
や
ポ

ン
ポ
ン
の
よ
う
な
手
具
を
あ
え
て
持
た
ず
に
、
全
身
を
使
っ
た
ダ

ン
ス
を
し
ま
し
た
。
前
半
の
高
学
年
の
パ
ー
ト
は
、『
私
は
最
強
』

に
合
わ
せ
た
パ
ワ
フ
ル
な
ダ
ン
ス
を
、
低
学
年
か
ら
始
ま
り
全
校

で
踊
る
後
半
部
分
は
、『
開
幕
宣
言
』
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
出
来
な
か
っ
た
迫
力
と
躍
動
感
を
感
じ
ら
れ
る
「
組
み
技
」

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
相
模
女
子
大
学
小
学
部
の
運
動

会
！
と
胸
を
張
っ
て
い
え
る
全
校
演
技
と
な
り
、
楽
し
い
運
動
会

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
学
部・大
熊
）

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

色
水
遊
び

　
年
中
組
に
進
級
し
、
少
し
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の

表
情
も
和
ら
ぎ
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
姿
が
増

え
て
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
面
白
さ
や
不

思
議
さ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
。
最
近
は
、
色
水
遊
び
が
大
人
気

で
す
。
園
庭
に
あ
る
桑
の
実
を
使
っ
て
、
色
水
を
作
っ
て
い
る
年

長
組
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
紫
色
や
赤
色
の
実

な
ど
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
桑
の
実
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
水
を
入
れ

て
実
を
つ
ぶ
す
と
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
！
」「
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
で
す
！
」
と
ジ
ュ
ー
ス
屋
さ
ん
ご
っ
こ
が
始
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
た
色
水
で
す
が
、
少
し
時
間
が
経

つ
と
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「
初
め
は
紫
で
、

次
は
茶
色
、
次
は
赤
に
な
っ
た
！
」
と
色
の
変
化
に
気
が
付
き
、

友
だ
ち
と
や
り
取
り
を
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
溢

れ
る
環
境
の
中
で
、
次
は
ど
の
よ
う
な
自
然
に
興
味
を
持
ち
、

様
々
な
遊
び
に
広
が
っ
て
い
く
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
幼
稚
部
　
矢
野
）

お
い
し
い
お
米
を
育
て
る
た
め
に
　
代
掻
き
に
挑
戦

　
5
年
生
は
社
会
の
授
業
で
農
業
の
学
習
を
し
て
お
り
、
学
内

の
農
園
に
あ
る
田
ん
ぼ
で
米
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
5
月
下

旬
、田
植
え
の
準
備
と
し
て「
代
掻
き
」を
行
い
ま
し
た
。
水
の
張
っ

て
あ
る
田
ん
ぼ
に
恐
る
恐
る
足
を
踏
み
入
れ
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
気
持
ち
い
い
〜
！
」「
思
っ
て
た
よ
り
あ
っ
た
か
い
！
」
と

い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。「
こ
の
辺
り
の
土
が
固
い
よ
！
柔
ら

か
く
し
よ
う
」
と
声
を
か
け
あ
っ
て
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、

皆
で
協
力
し
て
土
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
最
初
は
分
離
し
て
い
た
水

と
土
が
し
っ
か
り
と
混
ざ
り
ま
し
た
。「
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
み
た

ら
楽
し
か
っ
た
！
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
服
は
、
ダ
ル
メ
シ
ア

ン
の
よ
う
な
模
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
6
月
の
上
旬
に
は
、
い

よ
い
よ
田
植
え
を
し
ま
す
。
八
十
八
も
の
工
程
か
ら
成
る
米
作
り

を
実
際
に
体
験
し
、
農
家
の
方
の
お
仕
事
の
内
容
や
思
い
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
小
勝
）

大塚校舎正門と学生（昭和初期）女子大学設立趣意書

創立者　西澤之助

5.6 年生有志による剣舞

皆で土と水をほぐします

泥んこになって代掻き

久しぶりにペアジャンプも復活 旗やポンポンを使わず、全身で表現

保育室ではクレープ紙を使って虹色ジュースを作ってみたよ！

桑の実を凍らせてみたよ。いつもと違う感触！

【参考文献】『相模女子大学六十年史』『相模女子大学八十年史』『校舎は焼けても、学校は焼けない―相模女子大学の110 年―』
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  学園各部報告

2025年 創立125周年記念事業募金

西澤之助と帝国女子専門学校／ 2025 年 創立 125 周年記念事業募金

小
学
部

　1900（明治 33）年 10月に日本女学校を創設した西澤之助は、「女子教育の確立は急務
であり、女学の源流を確立するためには女子大学を設立すべきである」と考え、当時の教育
界、学会、官界から134 名の賛同を得て、1902（明治 35）年 8月、「女子大学設立趣意書」を
発表し、1908（明治 41）年８月、東京市小石川区大塚町 70 番地（現在の文京区大塚 1 丁目
3 番 8 号）に新たな校舎の建設に着手するなど女子大学設立に向けた準備を始めました。
　しかし、文部省からは「大学の名称を用いることは許可できない、名称を変更して再申
請すること」との通達が届いたことから、学校名を変更し、再申請を経て当時の女子教育
の最高機関である「帝国女子専門学校」の設置が認可されました。当時、私立学校が大
学を称することは難しく、特に女子校の大学名称の使用は許されない状況にありました。
　こうして西澤之助の大学設立の願いは叶うことなく、1909（明治 42）年 9月、「帝国女子専門
学校」が大塚の新校舎で開校しましたが、「大学」の名称を使用できなかったことや、大塚校
舎の交通の便が悪かったことから、次第に入学者が少なくなり学校の経営は厳しくなりました。
　日本女学校開校から11 年後の1911（明治 44）年、西澤之助は校長を辞職し、「女子大学
設立趣意書」に賛同した平山成信が 2 代目の校長に就任しました。 

 （アーカイブ室設置準備室）

　相模女子大学は、1900（明治 33）年創立の日本女学校を起点として、2025（令和 7）年に創立 125 周年を迎えます。『女性
の活躍を支援し、地域とともに発展する「開かれた学園」へ』を基本コンセプトとして、地域社会での活躍を支える開かれた
学びや、ステークホルダーが集い合う環境整備を行い、地域とともに歴史を刻む開かれたキャンパスづくりを目指し、キャンパ
ス整備事業、周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業、式典・広報事業を柱とした記念事業を展開することといたしました。
　この125 周年記念事業の趣意をご理解いただき、広くご賛同いただける方から任意の寄付を募り、創立 125 周年記念事
業に係る資金の一部に充当したいと考えておりますので、どうか本学園のさらなる発展、学園で学んできた女性たちの一層
の活躍、そして本学園とともに歩んできた地域の活性化のために、ご協力賜りますよう、お願い申し上げます。
　寄付申込方法等詳細が決まりましたら改めてお知らせさせていただきます。

125 周年募金委員長　速水 俊裕

西澤之助と帝国女子専門学校
こ
れ
ぞ
小
学
部
！

楽
し
く
て
か
っ
こ
い
い
小
学
部
運
動
会
・
全
校
演
技

　
5
月
21
日
（
日
）、第
72
回
「
小
学
部
運
動
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
運
動
会
は
、
4
年
ぶ
り
に
元
来
の
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
戻
し
、
観
覧
人
数
の
制
限
も
な
く
、
よ
り
多
く
の
保
護
者
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
P
T
A
種
目
、
同
窓
生
種
目
「
シ

ン
大
玉
転
が
し
」、
全
校
綱
引
き
や
騎
馬
戦
な
ど
の
種
目
も
復
活

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
ま
た
伝
統
の
全
校
演
技
『
全
力 SA

G
A

M
I 

C
L

A
SSIC

』
を
盛
大
に
披
露
し
ま
し
た
。
今
回
は
鳴
子
や
ポ

ン
ポ
ン
の
よ
う
な
手
具
を
あ
え
て
持
た
ず
に
、
全
身
を
使
っ
た
ダ

ン
ス
を
し
ま
し
た
。
前
半
の
高
学
年
の
パ
ー
ト
は
、『
私
は
最
強
』

に
合
わ
せ
た
パ
ワ
フ
ル
な
ダ
ン
ス
を
、
低
学
年
か
ら
始
ま
り
全
校

で
踊
る
後
半
部
分
は
、『
開
幕
宣
言
』
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
出
来
な
か
っ
た
迫
力
と
躍
動
感
を
感
じ
ら
れ
る
「
組
み
技
」

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
れ
ぞ
相
模
女
子
大
学
小
学
部
の
運
動

会
！
と
胸
を
張
っ
て
い
え
る
全
校
演
技
と
な
り
、
楽
し
い
運
動
会

で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
学
部・大
熊
）

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

色
水
遊
び

　
年
中
組
に
進
級
し
、
少
し
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の

表
情
も
和
ら
ぎ
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
を
楽
し
む
姿
が
増

え
て
い
ま
す
。
身
近
な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
面
白
さ
や
不

思
議
さ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
。
最
近
は
、
色
水
遊
び
が
大
人
気

で
す
。
園
庭
に
あ
る
桑
の
実
を
使
っ
て
、
色
水
を
作
っ
て
い
る
年

長
組
を
見
て
興
味
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
紫
色
や
赤
色
の
実

な
ど
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
桑
の
実
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
水
を
入
れ

て
実
を
つ
ぶ
す
と
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
！
」「
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
で
す
！
」
と
ジ
ュ
ー
ス
屋
さ
ん
ご
っ
こ
が
始
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
た
色
水
で
す
が
、
少
し
時
間
が
経

つ
と
色
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「
初
め
は
紫
で
、

次
は
茶
色
、
次
は
赤
に
な
っ
た
！
」
と
色
の
変
化
に
気
が
付
き
、

友
だ
ち
と
や
り
取
り
を
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
溢

れ
る
環
境
の
中
で
、
次
は
ど
の
よ
う
な
自
然
に
興
味
を
持
ち
、

様
々
な
遊
び
に
広
が
っ
て
い
く
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
幼
稚
部
　
矢
野
）

お
い
し
い
お
米
を
育
て
る
た
め
に
　
代
掻
き
に
挑
戦

　
5
年
生
は
社
会
の
授
業
で
農
業
の
学
習
を
し
て
お
り
、
学
内

の
農
園
に
あ
る
田
ん
ぼ
で
米
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
5
月
下

旬
、田
植
え
の
準
備
と
し
て「
代
掻
き
」を
行
い
ま
し
た
。
水
の
張
っ

て
あ
る
田
ん
ぼ
に
恐
る
恐
る
足
を
踏
み
入
れ
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
気
持
ち
い
い
〜
！
」「
思
っ
て
た
よ
り
あ
っ
た
か
い
！
」
と

い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。「
こ
の
辺
り
の
土
が
固
い
よ
！
柔
ら

か
く
し
よ
う
」
と
声
を
か
け
あ
っ
て
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、

皆
で
協
力
し
て
土
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。
最
初
は
分
離
し
て
い
た
水

と
土
が
し
っ
か
り
と
混
ざ
り
ま
し
た
。「
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
み
た

ら
楽
し
か
っ
た
！
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
服
は
、
ダ
ル
メ
シ
ア

ン
の
よ
う
な
模
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
6
月
の
上
旬
に
は
、
い

よ
い
よ
田
植
え
を
し
ま
す
。
八
十
八
も
の
工
程
か
ら
成
る
米
作
り

を
実
際
に
体
験
し
、
農
家
の
方
の
お
仕
事
の
内
容
や
思
い
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
小
勝
）

大塚校舎正門と学生（昭和初期）女子大学設立趣意書

創立者　西澤之助

5.6 年生有志による剣舞

皆で土と水をほぐします

泥んこになって代掻き

久しぶりにペアジャンプも復活 旗やポンポンを使わず、全身で表現

保育室ではクレープ紙を使って虹色ジュースを作ってみたよ！

桑の実を凍らせてみたよ。いつもと違う感触！

【参考文献】『相模女子大学六十年史』『相模女子大学八十年史』『校舎は焼けても、学校は焼けない―相模女子大学の110 年―』
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f r o m  c l a s s  r e u
n

i o
n

　2015年の秋学期から、日本語日本文学科の書道科目の非常勤
講師として勤務しております。
　中学校の教員になりたい一心で国文学科に進学しましたが、学
生時代、懸命に取り組んだのは書道でした。当時は7号館の裏手
に旧高等部校舎だったという木造二階建ての書道教室棟があり
ました。梅の木が立ち並ぶその奥にひっそりと建っていた書道教
室棟は、夏でもひんやり静かで時が止まったような場所でした。
そこで、個性的な先生方に書道の手ほどきを受けたのですが、今
思えば贅沢な学びの時間だったと思います。
　現在の書道教室がある11号館が完成したのは4年生の夏です。
夏休み、書道科目を受講する4年生が中心となって、書道教室棟か
らの引っ越しを手伝いました。バイトや就活の合間に、リヤカー
や台車で大量の本や用具を運ぶ作業はなぜか楽しく、使命感さ
え感じました。健在する道具は今でもあちこちにあって、例えば、
1134教室の硯棚は小学部で廃棄された下駄箱を黒く塗り直した
ものなのだとか。半年間、真新しい畳の香りがする和室を占領
し、集大成である卒業制作展の作品作りに没頭できたのも良い

思い出です。そうして密な4年間を一緒に過ごした友人は、何年経
っても集まれば一瞬で当時に戻れる一生の友人です。現在、澄心
会（主宰・柿木原紫鈴先生）という卒業生の書道展を年1回開催
していますが、同級生も数名いて、ともに切磋琢磨しています。
　卒業式は1995年3月20日。地下鉄サリン事件当日でした。式
は無事執り行われましたが、同年1月には、阪神淡路大震災にも
見舞われた波乱の年でした。卒業後は、地元茨城で採用試験に
挑戦しながら中学校で講師をしていましたが、数年で断念し、結
婚、出産。次男が小学校入学のタイミングで、認定特定非営利活
動法人 茨城YMCAの書道教室（小学生対象）の講師と、大学の
非常勤講師の仕事のお話をいただき、現在に至ります。ずっと継続
していた書道を仕事にできることは不安もありましたが、大変光栄で
す。これからも、卒業生として、大学に携わる者として、微力ではあり
ますが尽力していく所存です。今や、手も声も使わずに脳内の言葉を
文字化するAIの開発が進められている時代ではありますが、あらた
めて手書きの良さを伝えていけたらと思っています。

書道との出会い
足立敦子 （旧姓　菊地）
（平成 7年学芸学部国文学科卒）

同窓会だより／マーガレット募金

1993.5.10書道教室棟1階にて　本人：前列右から2番目

「マーガレット募金」を以下のとおり実施させていただいております。
ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用させていただいております。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。
●マーガレット募金　お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558 FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

  令和 5 年 3 月末現在 令和 5 年 5 月末現在

マーガレット募金額 64,811,204 円 65,768,462 円

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」よりご支援先を指定いただくことができ、また、
「目的を指定しないご寄付」もお受けしております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」「幼稚部」と支援対象をより細かく
指定することができます。


